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南海トラフ巨大地震の対策が進められる静岡県

の沿岸部では、防潮堤を造成した後の法面に盛土

して海岸林の植栽が行われています。しかし海岸

付近は潮風が吹き、防潮堤の上はさらに風が強く

なって植栽木の生育が困難になるかも知れませ

ん。防潮堤上はどういった風が吹くのか、植栽が始

まった現場で観測を行うことにしました。

静岡県が造成を進めている防潮堤で、静岡県森

林・林業研究センターと共同で観測を開始しまし

た（図１）。標高13ｍの高さに造成した防潮堤の海側

法面と陸側法面、および防潮堤の汀線側に広がる

平坦地の３地点に風向・風速計を設置しました（図

２、写真１）。

強い潮風で風向計が時折故障することがあった

ので、3地点で記録が取れた2017年11月～2018

年1月と2018年4月～5月の風向データを解析しま

した。平坦部の最多風向は西（12）でしたが、防潮

堤の海側法面は西北西（13）、陸側法面は北北西

（15）が最多風向でした（図３）。

風の流れ方を視覚化するため、同じ風向データ

を平坦部の風向別に集計し、海側・陸側法面の最

多風向を記しました（図４a、b）。平坦部の風向が防

潮堤に対して直交する南南西（9）や南西（10）の方

位のとき、風上側にあたる海側法面の風向はおお

よそ平坦部と近い方向でしたが、風下側の陸側法

面では逆向きになりました。これは防潮堤の風下側

で渦流が生じ、陸側法面の観測点風向はその渦流

の影響を受けたためと推測します。

平坦部の風向が防潮堤に対して斜交する西南

西（11）や西（12）の方位のとき、海側法面では防

潮堤と平行な西北西（13）に、陸側法面では北北

西（15）に変化しました。法面上の風は防潮堤の堤

体に誘導されるように流れました。

図５に2017年11月から2018年9月の10分間平

均風速を示します。陸側法面と比較すると海側法

面は多くの時間帯で強い風速で推移しました。

次に、平坦部で頻度が高かった、西よりの風から

南よりの風が吹いた時の両法面の風速を比較しま

す（図６）。横軸は平坦部の風向、縦軸は平坦部の

風速に対するそれぞれの風速比です。平坦部の風

向が防潮堤に直交する南南西（9）と南西（10）の方

位では風速比に大きな差がありましたが、その差は

徐々に小さくなり平行になる西北西（13）の方位で

は差がなくなりました。防潮堤に直交する風向きで

は風下側は弱風域になりますが、斜交するときの風

下側は風速低下が少なくなりました。

これまでの観測データからこの調査地の防潮堤

で防風対策を施す場合の注意点を考えてみます。

平均的に風が強い海側法面は、特に最多風向の西

北西（13）の方位からの風を緩和することが優先さ

れるでしょう。また頻度は少ないですが強い風速の

場合がある南南西（9）の方位の風も注意が必要で

す。陸側法面は比較的穏やかなことから海側法面に

比べて防風対策の優先度は下がると考えられます。

風の流れパターン防潮堤の上を海岸林で緑化

風の観測

図１　観測地の概要 図２　防潮堤の断面形状と観測機器の配置関係 写真１　平坦部に設
置した風向・風速計
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風速の比較

防潮堤上の風の対策
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図３　風向頻度分布

風の流れパターン（一部の風向は低頻度、低風速のため省略）
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図５　3地点の風速結果（各観測地点欠測期間あり）

図６　平坦部の風速に対する海側法面と陸側法面の風速比


